主 警察の 確立、 岡ッ引 根性の 絶滅の 方が どれ だけ 重大 

ヾ 一 ゝ， II I - ) - 口 1 *k ヽ。 
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スト その他 

私の 四囲の 小 資本の 出版業者 などで は、 編輯 者の 給 

料が 千 八 百 円 を 下 まわる ような ところまで ある。 あん 

まり 気の毒で、 せめて 三千 円ぐ らいな け や 生活で きな 

いからと 私が 社長に かけあって やった こと もあった。 

こんな 小 会社で は 争議 を 起せば クビ になる ばかり だ 

から、 争議 も 起されぬ。 これ は 気の毒な ことで ある。 



に 構成され た大 組織 も 必要で あるが、 労資 双方の 立場 

に 客観的な 考察 を 払う ことが 必要で、 現在の ストに 欠 

ける もの はこれ であり、 主観 一方に 盲動して いると し 

か 思われない。 

スト を 武器に する こと は、 最後の 最後の ものである _ 

小 資本の 会社で は、 スト を やる とクビ になる。 クビに 

なっても やる。 これ は 絶体絶命の 時 だ。 スト を 武器に 

する 時 も、 それと 同じ 絶体絶命の もので なければ なら 

ない。 

現実の 世相に 最も 欠けて いるもの は、 自己 を 客観的 

に 考察す る ことの 不足で ある。 自己 を も 現実の 種々 相 



と甚 しい。 ちかごろ 大 流行の スリ は、 たいがい 子供の 

仕業と いう 話で あるが、 何 ヶ月 も 練習して、 十二 人 も 

殺して たった 十六 万ぬ すむ、 同じぐ らいの 練習で スリ 

の 方が も つ と 稼ぎが あろうし、 後 も つ V くと いう もの 

であるが、 子供に 及ばぬ 智慧の ない 先生で ある。 

インフレ 時代と いう もの は、 怠け者と か 子供と か、 

正常で は 生活 能力の ない 人間が 生活力が ある 仕組で、 

ちょ ッと 右から 左へ 物 をう ごかす と、 勤労者の 一 ヶ月 

の 給料ぐ らいが、 すぐもう かる。 正常 時の 正常 人の 智 

慧 はもう 散々 の 敗北で、 子供の 智慧に およばな いとい 

う 次第で ある。 



下さったり、 取り分けて 下さったり、 オシ ャク して 下 

さつたり、 す、 んで いろいろと 下々 の 立 居 振舞 をな さ 

れる。 酔っ払った 我々 が 無礼な 言辞 を 申 上げても、 ゲ 

キリンして 一 文 を 草され たという 話 もき かない。 

私 は 元来、 中性と いう 新 動物の 発生 は 極力 これ を 阻 

止したい と 念願す る ほど 教養の 低い 男で あるから、 山 

川 菊 枝 部長の 識見に は 理解のと、 V かぬ ゥラミ が ある。 

だから 私 は、 御 婦人と いう もの は、 宴会 ともなれば、 

オサン ドンの 代り を させられる ものではなくて、 す、 

ん でして 下さる 性質の もので あり、 又、 酔っ払いの 男 

などより 教養 も 高く、 情意 も ひろく 寛大で あるから、 



馬鹿 殿様 観念論 

京大 生が 共学の 女学生に 心中 をせ まって 拒絶され、 

メッタ ギリに 刺殺した という 事件が 起った。 新聞紙 は 

概ね 共学に よる 新 問題と して 執り あげてい るが、 所詮 

男女の あると ころ 恋愛 は 自然の ことで あり、 恋愛 を 

た、 V ちに 不義と みる 日本 古来の 思想が 正理 でない 限リ 

は 、 恋愛 事件が 共学 に 影響 を も たらす こと は 有り得な 

い。 問題 は 加害者の 恋愛 態度 だ。 

朝日 新聞の 報ずる ところに よると、 加害者 は その 動 



長野県で は、 県の 全 寺院が 二三 名ず つの 浮浪児 を 育 

てる 里子 運動が 起って いると いうが、 未開 時代に 僧侶 

が 知識人の 代表的な ものであった 時と 異リ、 今日の 僧 

侶 は 特に 知識人で も 教育者で もな く、 むしろ 時代の 迂 

遠 者で あり、 寄食 的 生活 者に すぎない。 浮浪児の 養育 

を 私人に まかせる こと も 文化的な ことで はない。 

大 予算 を さ いて 強力な 研究 機関と 教育 施設 を ほど ザ J 

す ことが 必要で あろうと 思う。 

家族 共犯の 流行 



れて も、 それが 新しい 血に なっても いた。 だから 又、 

死なな くと も、 よかった。 それ を 新しい 血に すれば よ 

かった ので ある。 

自殺な ど は、 そッ と、 そのまま にして おいて やる が 

いい。 作品が 全てな の だから。 まして、 情死な どと、 

そんな こと は、 どう だってい いこと である。 

僕 はま だ 彼の 遺作 を 読ん でい ないから 分らない が、 

今まで 発表され た 小説の 中で は、 スタコ ラサ ツチ ヤン 

(死んだ 女に 太宰 がつ けて いた アダナ) を 題材に した 

もの はない よう だ。 だから、 未完 了のう ちに 死んだ か、 

書く 意味がなかった か、 どちらに しても、 作家と して 
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